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パーキンソン病になって不便ではありますが、不幸ではないから人生諦めないで、

支え合う仲間がいるからと思えるようになりました。 

今後とも、更なるお力添えをお願いいたします。 

 

 

社交ダンスよもやま話 

盛岡市 石川
いしかわ

昌
しょう

市
いち

  

私にはホテル用品販売とコンビニのオヤジの外にもう一つの顔があります。 

それは社交ダンス教師という仕事です。「友の会」の皆さんには数年前に半年間

のダンス講座を行っていますのでおわかりの方々もおられます。ダンスの師匠に、

競技会であれだけ先生方にお世話になったんだから、プロになって恩返しをしては

どうかと言われ、断りきれずプロのダンサーになりました。それから今日まで長い

年月ダンスにかかわってまいりました。時々ダンス講話を頼まれる事があります。

いくつかネタを用意しておりますが、今回は日本人が西洋の文化である社交ダンス

といかにかかわってきたかをテーマにします。まず日本人で誰が初めて社交ダンス

を見たのかと言う事ですが、それは 1860 年、今から 160 年近く前に日米修好条約

を行う為、徳川幕府の外国奉行であった村垣淡路守則正という人です。ワシントン

で時の国務長官主催の舞踏会に参加したのが公人として初めてとの事です。村垣さ

んはそのパーティーを、このような会に招いたのはアメリカ側の無礼であると、ま

ったくダンスを理解する事はできず、怒って途中で帰ってしまいました。一方民間

人としてはその 7 年後にパリ万国博に幕府の随行員として参加したのが、三井財閥

をきずいた渋沢栄一さんです。渋沢さんは村垣さんとはちがいダンスをよく理解を

され、その効用を積極的に評価し、後の明治政府に話をされています。これが「鹿

鳴館」時代の幕開けと続いて行きます。私達が今ダンスを踊れるのは渋沢栄一さん

のお陰かも知れません。それでは、もう少し踏み込んで日本人で初めてダンスを習

えた人は誰なのかを調べてみました。その人は「東京農学校」の獣医学教授であり

ました。ドイツ人のヤンセン先生という方でした。レッスンは時の大物政治家、井

上馨、伊藤博文などが、かなり強引な薦めもあって当時の政府関係者が妻や娘を伴

い「祖国の為」にと励んだそうです。その後ダンス熱は一層と盛り上がります。そ

のような時、ダンス教師でも特に注目をあびた先生がいます。北欧から亡命してき

たバレリーナのエリアナ・パブロワです。日本ではまだバレエでは食べていけず生

活の為に社交ダンスを教えており、横浜中心に大成功したそうです。その後日本人

教師も活躍してまいります。玉置真吉、中原光、村田連、これらの方々が中心とな

り、「日本舞踏教師協会」を創立しています。その下部組織に岩手県社交ダンス教
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